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図 I-9 政治と選挙の対立変化 1945-2020年: 
複数エリート政党体制の台頭か、大いなる逆転か？

米国: 教育水準トップ10％と底辺 90% 有権者の民主党投票率の差 (調整済)
フランス: 教育水準トップ10％と底辺 90% 有権者の左派政党投票率の差 (調整済)
米国: 所得水準トップ10％と底辺 90% 有権者の民主党投票率の差 (調整済)
フランス: 所得水準トップ10％と底辺 90% 有権者の左派政党投票率の差 (調整済)

解釈. 1950-1970年には、米国の民主党投票者とフランスの左派政党 (社会党、共産党、前衛党、環境党)投票者は、教育水準と所得水準最低の有
権者が主流だった。2010-2020年になると、最高所得の有権者が中心になりつつある (特に米国)。
出所と時系列データ: piketty.pse.ens.fr/ideology参照。


